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研究研修会等参加報告書 

 

研究研修会参加の結果について、次のとおり報告します。 

 

記 

 

１ 研究研修会名  四国若手議員の会 令和６－７年度第４回研修会 

（１）研修③【子ども達の目を輝かせるキャリア教育の推進：座学】 

講師：三島東中学校 元校長 河村英茂 氏 

          （２）研修④【子ども若者発達支援センターの紹介：座学・現地視察】 

             講師：四国中央市 発達支援課 

 

２ 期    間  （１）令和７年５月１日（木）午後３時～午後５時 

          （２）令和７年５月２日（金）午前１０時～正午 

 

３ 場    所  （１）四国中央市役所６階 四国中央市議会 委員会室 

            （四国中央市三島宮川４丁目６番５５号） 

          （２）四国中央市子ども若者発達支援センター『Palette』  

３階 研修室（四国中央市下柏町７４９－２） 

 

４ 参加者氏名  佐 藤 雄 一 

 

５ 参 加 目 的  全国的に 2023 年度の不登校の小中学生は 34 万 6482 人で過去最多。

小学生 13万 370人（前年度比 2万 5258人増）、中学生 21万 6112人

（前年度比 2万 2176人増）とのこと。いずれも 11年連続の増加で、

不登校の小中学生数は初めて 30 万人を突破し、35 万人に迫ってい

る。小学生の不登校は約 10年前（平成 25年度）の約 5.4倍、中学生

は約 2.2倍に増加している。その理由としてコロナ禍の影響（児童生

徒の登校意欲が低いまま）の継続や教員不足の現状では子どもに必

要な支援や配慮が不足しがちなのも影響しているとの指摘もあるよ



うである。また、近年、文部科学省が「不登校は問題行動ではない」

と明示していることも一因と思われる。本市でも不登校は問題とな

っており、課題解決に向け、今回の研修項目に含まれる、子ども達の

目を輝かせるキャリア教育の推進について理解を深め、今後の施策

の参考としたいことから、本研修を受講する。また、四国中央市が独

自で運営している、子ども若者発達支援センター『Palette』につい

ても現地視察を行い、本市の今後の施策の参考にしたい。 

 

６ 研究研修会の概要  

全国若手議員の会・四国ブロック（四国若手議員の会）主催の研修会       

で、今回は特に教育関係に集中した研修を 13時から開催。 

研修①は【得意を生かす街づくり 書道パフォーマンス甲子園：座学】 

講師：文化・スポーツ振興課 書道パフォーマンス甲子園振興室 

研修②【３年連続「全国 ICT教育首長協議会長賞」を受賞、四国中央

市の GIGAスクール構想：座学】 講師：学校政策課。 

航空機の関係で研修③から参加させていただいた。 

研修③【子ども達の目を輝かせるキャリア教育の推進：座学】 

講師：三島東中学校 元校長 河村英茂 氏 

愛媛県四国中央市の三島東中学校では、少年式という、中学 2年生を

全校生徒で祝う記念行事がある。記念冊子の巻頭言を抜粋すると、『 

毎年、２月４日に行われる少年式は、一度しかない自分の人生に目を

向け直す日。自分の未来に、夢や希望を抱く日。感動のある、心が動

き出す、そんな一日にしたいと考えてきました。 

「知っている大人は家族や先生だけ」では、これからの社会で生き抜

くために必要な感覚を身に付けることはできません。社会とのつな

がりがない教育は、「生きる力」を育めないと強く思うようになりま

した。 

仕事に誇りをもっている大人、地域の発展に貢献している大人、そし

て何より生き生きと目を輝かせて生きている素晴らしい大人たちに、

２年生が出会う。このことが、嬉しくてなりません。 

１事業所の説明会は３０分。その時間、みなさんは中学生ではありま

せん。社会人としての自分に出会っていくのです。短い時間ではあり

ますが、自分の将来を見つめられる時間になることを、心から願って

います。』 

えひめジョブチャレンジＵ-15事業では、自分が選んだ職業で３～５

日間体験する。その際、グラフを参考に、自分に向いているかもしれ

ない職業をチェックさせる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企業説明会に向けて、タイプの違う事業所を２つ選択、 

自分の適性や、自分が本当にしたいことがより明確になる。 

 

事業所プロフィール（記念冊子用）を作成し、中学生に紹介。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地元で生き生きと輝く大人の力は絶大である。 

 

学校が０から１を生み出すために必要なことは、校長が失敗を恐れ

ずチャレンジできること、教職員のような地域の人財がいること。 

２年目のアップデートでは、「記念行事」を「記念授業」に名称変更。 

・地域の事業所に、熱い授業をしていただくイメージで行った。 

・教員にはできない授業をしてくれる地域の先生（お客さん扱いでは

ない）。また、説明を受ける事業所数を２から３に増やし「もっと聴

きたい」という生徒の要望に応える。さらに、説明を受けた後、各事

業所で「入社模擬面接」を実施する。このようにして、高校卒業、大

学卒業時に経験することを、中学校２年生の段階で計画させ、自分の

未来に対する「夢」や「希望」を早い段階から描いてほしいとの思い

がある。 

子どもの目が輝くキャリア教育へ、学校の抱える課題としては、 

① 学校行事を消化型にしてしまう傾向（現状維持バイアス） 

② 社会とつながることの必要性を認識できにくい 

また、学校の先生が多忙ゆえに出てきた課題としては、 

・昨年と同じようにすれば失敗しない（前例主義） 

・職場体験も無事に終わればオッケー（事なかれ主義） 

・地域社会との連携が重要だとは思うが…（当事者意識が持てない） 

市教委も多忙で身動きがとれないのでは、という課題がある。どうす



れば課題が解決に向かうかについては、講師のほうから「政治の力で

教育を応援して欲しい」との要望があった。学校と地域の協働＝地域

づくりそのもの。学校も市教委も「これ以上は…」感がある。学校教

育抜きに「住みよい町づくり」は語れない。教育による人材育成を施

策にできないか。産業を生み出せる創造性や行動力を持つ子どもを

育てる。しかし、学校の主役である子どもの学びを変えなくてはなら

ない。予算を確保して学校と市教委に教育改革できる人財を。という

ことで、当日講習を受けた 50数名の地方議員に、「みなさんが自治体

のトップになってください」という言葉を受け、研修③は締めくくら

れた。 

 

また、翌日の 5月 2日午前 10時からは、四国中央市子ども若者発達

支援センター『Palette』に集合して現地視察を行い、四国中央市発

達支援課の皆様よりご説明いただいた。 

四国中央市子ども若者発達支援センター『Palette』は、子ども・若

者総合相談、児童発達支援、保育所等訪問支援、放課後デイサービス

がひとつに集まった施設である。利用のイメージは保護者が、子ども

の発達が気になる、親子のコミュニケーションがうまくいかない、ど

うしたら本人が過ごしやすくなるか知りたいといった相談から、発

達検査や、障害福祉サービスの利用が必要になったときは、利用計画

の申請や作成などの支援を行う相談支援専門員へ適切につなぎ、必

要な支援に応じたサービスを利用することができるといった施設で

あった。 

 

 

７ 参 加 経 費  ５５，８６２円 

           


